
関西地区代表決定戦
試合詳細

第二代表決定トーナメント　1回戦

　関学大4-6佛教大
【11月3日(日)　南港中央野球場　試合開始9時58分 試合終了12時11分　試合時間2時間13分】

［球審］井上暢(関六)　［一塁審］五味多(阪神)　［二塁審］井上大(阪神)　［三塁審］田所(関六)

勝利投手：合木
敗戦投手：百合

　 一 二 三 四 五 六 七 八 九 R

佛教大 1 1 1 3 0 0 0 0 0 6
関学大 2 1 0 0 1 0 0 0 0 4

<戦評>
　関学大が佛教大に敗戦し、神宮大会出場を逃した。
　関学大は初回、小川(4・筑陽学園)、武田(4・報徳学園)の連打、
死球で二死満塁の好機を作ると、両井(4・履正社)の左前適時打で2
点獲得する。
　続く2回、永谷(4・広陵)の左越二塁打などで二死三塁とすると、
小川の中前適時打で1点を追加する。
　さらに5回、四球と武田の右前安打で一死一、三塁から馬場(4・鶴
岡東)の犠飛で1点を追加する。
　その後も好機を作るも2点差を追いつくことができず、敗戦した。
　投げては百合(4・桐朋)、登尾(4・新居浜西)、溝口(4・八王
子)、大林(4・智辯和歌山)ら4年生の投手が継投した。

　　 佛教大 関学大
投　手 合木、堀場 百合、登尾、溝口、大林
捕　手 小谷 永谷
本塁打

三塁打 喜多、岡野
二塁打 能登原 武田、永谷
犠　打 小池2 馬場
併　殺

残　塁 7 6
盗　塁 薬師2 小川
失　策 小川、坂口
暴　投

捕　逸

佛教大

位置 名前 学年 出身校 打 安 点 振 球

[3] 薬師 (3 比叡山) 5 2 1 1 0
[6] 小池 (3 県立和歌山商) 2 0 0 0 1



[4] 七條 (4 文徳) 5 2 2 0 0
[9] 岡野 (4 神戸国際大附) 4 1 2 1 1
1 堀場 (3 乙訓) 0 0 0 0 0

[7] 鳴坂 (1 京都成章) 4 0 0 2 0
[8] 能登原 (3 神戸国際大附) 4 1 0 1 0
[5] 喜多 (4 奈良大附) 4 2 1 0 0
[2] 小谷 (3 花園) 4 1 0 0 0
[1] 合木 (3 高田商) 4 0 0 3 0
9 木原 (4 大垣日大) 0 0 0 0 0
計 36 9 6 8 2

名前 回 球数 打者 安 振 球 責

合木 8 108 34 7 4 3 4
堀場 1 13 3 0 1 0 0
計 9 121 37 7 5 3 4

関学大

位置 名前 学年 出身校 打 安 点 振 球

[5] 坂口 (4 大崎) 4 0 0 1 0
5 山畑 (4 健大高崎) 1 0 0 0 0

[4] 小川 (4 筑陽学園) 3 2 1 0 1
[7] 武田 (4 報徳学園) 4 2 0 0 0
[3] 馬場 (4 鶴岡東) 2 1 1 1 1
[6] 福谷 (2 社) 4 0 0 0 0
[9] 両井 (4 履正社) 3 1 2 0 1
[8] 杉本 (3 関大北陽) 3 0 0 0 0
1 溝口 (4 八王子) 0 0 0 0 0
H 青木 (4 出雲) 1 0 0 1 0
1 大林 (4 智辯和歌山) 0 0 0 0 0

[2] 永谷 (4 広陵) 4 1 0 1 0
[1] 百合 (4 桐朋) 1 0 0 1 0
1 登尾 (4 新居浜西) 1 0 0 0 0
8 渡部 (1 東播磨) 1 0 0 0 0
H 木村 (4 市立太田) 1 0 0 0 0

計 33 7 4 5 3

名前 回 球数
打

者
安 振 球 責

百合
3

1/3
64 22 8 2 2 3

登尾
2

2/3
26 8 0 2 0 0

溝口 2 34 7 1 4 0 0
大林 1 8 3 0 0 0 0



計 9 132 40 9 8 2 3

関西学生野球連盟　KANSAI BIG 6


